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Ⅰ．はじめに

　わが国では人口の減少や高齢者の増加に伴

い，地域住民の地域からの孤立や孤独死が問

題となっている．総務省統計局の推計による

と，2022年10月 1 日現在わが国の総人口は 1

億2,550万人であり，65歳以上人口は3,624万

9,000人で，高齢化率が約29.1％となっている1 ）．

国土交通省の死因別統計データによると，

2019年の死亡者のうち自宅での死亡者は18万

8,000人で，死亡者全体のうち約14％である．

また，孤独死に関する統計データは東京都区

部で行われている．そこで発生した孤独死は

増加傾向にあり，2018年は5,513件で，その

うち65歳以上は約 7 割（3,867件）となって

いることが報告されている．民間のデータに

よると，賃貸住宅での孤独死の死因は60％以

上が病死とされており，次いで自殺となって

いる 2 ）．

　厚生労働省は地域共生社会を実現するため

に， 1 ．地域課題の解決力の強化， 2 ．地域

丸ごとつながりの強化， 3 ．地域を基盤とす

る包括的支援の強化， 4 ．専門人材の機能強

化・最大活用を目的として，「地域共生社会」

の実現に向けた今後の改革の骨格を発表して

いる（注 1 ），3 ）．高齢化に加え，昨今の新型コロ

ナウィルスの影響により感染対策上は人との

接触を控えることが望ましいとされ，より一

層孤独感を感じやすい生活状況となってお

り，地域のつながりがさらに求められる時代

となっている．地域のつながりを強化してい

くためにも，子ども食堂などをはじめとした

ボランティア活動の活性化が求められる．

　子ども食堂の定義は明確ではないが，農林
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水産省は，「地域住民等による民間発の取組

として無料または安価で栄養のある食事や温

かな団らんを提供する子供食堂が広まってお

り，家庭における共食が難しい子供たちに対

し，共食の機会を提供する取組が増えていま

す」と子ども食堂を紹介している 4 ）．NPO法

人全国子ども食堂支援センターむすびえによ

ると現在子ども食堂は，6,014箇所あること

が報告されている 5 ）．また，現在のコロナ禍

による子ども食堂への現状についての新保ら

の調査では，子ども食堂の活動は「フードパ

ントリー・弁当配布への切り替え」が61.2％，

「手指の消毒等の感染防止対策を実施した上

で通常開催」が37.8％，「参加人数の制限」

が27.7％となっている 6 ）．

　コロナ禍における子ども食堂の活動に関し

ての学術的報告は少ないか，もしくは文献レ

ビューに留まっている．そこで，本稿では北

翔大学で2017年より社会福祉士及び介護福祉

士養成教員が組織し活動を続けている「居場

所づくり支援　研究・実践グループ」（以下，

研究・実践グループ）のコロナ禍における活

動の実践例を報告し，コロナ禍における子ど

も食堂・地域食堂の意義とその役割について

考察することを目的とする．

Ⅱ．目　的

　本稿では，研究・実践グループのコロナ禍

における活動の事例をもとにコロナ禍におけ

る子ども食堂・地域食堂の意義と役割および

活動に関するあり方を考察することを目的と

する．

Ⅲ．北翔大学子ども食堂・ 
地域食堂の活動の位置づけ

　研究・実践グループは，2017年12月より江

別市野幌地区で子ども食堂・地域食堂の活動

を開始している 7 ）．研究・実践グループが運

営する子ども食堂・地域食堂は参加対象を限

定せず，さまざまな年代の方やご家族同士で

参加されることが多い．そこでは，地域のさ

まざまな年代の方や，障がいの有無に関わら

ず交流が生まれている 8 ）．コロナ禍以前の実

施状況は表 1 の通りである．このような形態

で2017年から継続的に子ども食堂・地域食堂

を実践してきた．

　

Ⅳ．コロナ禍における 
子ども食堂・地域食堂の実践

1 ．コロナ禍における北翔大学の子ども食

堂・地域食堂の実践について

　上記のように研究・実践グループでは，

2017年から地域の居場所づくりを目的として

活動を続けてきたが，2020年新型コロナウィ

ルス蔓延の影響で子ども食堂・地域食堂の通

表 1　北翔大学子ども食堂・地域食堂開催概要

場　所 野幌地区内コミュニティスペース

頻　度 月１回

時　間 15時半～19時半

内　容
15時半～17時半　カフェタイム

17時半～19時　　食事タイム

参加費
カフェタイムは誰でも無料

食事タイムは子ども無料，大人300円

対　象 誰でも参加可能
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常開催が困難となり，感染対策に留意した活

動方法について検討を行った．研究・実践グ

ループの研究（実践）課題として2017年より

掲げてきた課題を表 2 に示す．この課題のも

と子ども食堂・地域食堂はコロナ禍になる以

前の 3 年間の実践を経て地域に必要とされる

居場所として認識されるようになってきた．

コロナ禍の影響で実践を中止することで，こ

れまで本活動を頼りにしてきた地域住民の行

き場がなくなってしまうことや，活動を通し

て本学教員や学生と関係を築くことができた

地域住民との関係性を失いたくないといった

ことから，今後も引き続き継続していくこと

で方向性を定めることとなった．

　しかしコロナ禍では，地域住民と食事を共

にすることは難しく，飲食を伴わない限定的

な活動形態とする必要があった．そこで，研

究・実践グループで活動内容を検討し，これ

まで食堂開催時に寄付をくださっていた地域

住民やJAなどからのお米やおかしなどの食

品類のほか，北翔大学の学食を提供している

企業に弁当の協賛を依頼した．協力を得られ

た企業や住民からの提供品を無料で配布する

活動に切り替え，配布時には感染予防策を十

分に行い実施した．

2 ．コロナ禍における実践内容

　弁当配布，食品配布実施当初，これまで

様々な企画に参加してきた学生は大学の感染

対策方針上参加できず，研究・実践グループ

教員のみの活動とした．配布に際しては，ビ

ニール手袋，マスク着用，フェイスシールド

を着用しての実施とした．弁当に関してはあ

らかじめ袋詰め作業を行い，弁当と寄付品の

入った袋を配布することで住民との接触は最

小限にとどめた．

　このような活動において弁当を受け取りに

来た住民の中には，「あの先生はいないの？」「あ

のお兄ちゃんはいないの？」などの声を掛けら

れ，築き上げた関係から継続して参加する地

域住民も多くいた．またこれまで，研究・実践

グループの活動に参加してこなかったとみら

れるが，「弁当や野菜をもらえるのであれば」

といった新規の参加者も多くみられるようになっ

た．活動を続けることで地域住民とのつなが

りを継続することに加え，地域住民の様子を

伺う機会となることを意識して行なった．

　伊藤は「こども食堂としての弁当・食材配

布の取り組みは，困っている人々への食事支

援だけではなく，これまでに培ってきた参加

者やボランティアとの人間関係を維持するた

めの取り組みとしても実施されているのであ

る．その点から見て，こども食堂での弁当・

食材配布という取り組みは，コミュニティ形

成が困難な中でも人々のつながりを絶やさな

いための意義も有しているのである．」と述

べている 9 ）．以前の食堂の活動から引き続き

参加してくださっていた方々にとっての居場

所であり続けるためや，新たな人間関係の構

築に向けた取り組みであるためには，このよ

うに弁当配布の形でも，顔見知りの地域住民

表2　研究・実践グループ　研究（実践）課題

研究（実践）
課題－１

地域住民の「居場所」を実
際に作り，居場所の必要性
を住民と共有する

研究（実践）
課題－２

地域住民が自らも居場所を
つくることができるような
仕組みを考える

研究（実践）
課題－３

居場所づくりを普遍化する
ための方法を構築する
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や活動参加者との関わりを断たない「居場所」

が存在することそれ自体が重要であることが

再認識された．

　コロナ禍における活動制限緩和に伴い，学

生の参加，学生を司会者としたゲーム大会（非

接触）などの企画を経て，現在では換気や消

毒を徹底した上で飲食を伴わない形態を維持

し，遊びや交流の時間を設けるまでに至って

いる．徐々に住民と学生が触れ合う機会も増

え，学生の成長機会としての意義，子どもを

中心として地域住民に対する居場所としての

意義が復活しつつある．このように流動的に

活動を変化させていける理由としては，これ

までの研究・実践グループの活動が土台と

なっているのである．

3 ．子ども食堂・地域食堂の重要性につい

て（地域の意義について）

　研究・実践グループでは，対象を子どもに

限定しておらず地域住民の居場所を作るため

の活動として位置付けている（表 2 参照）．

活動を通して，子どものみならず地域に存在

する様々なニーズを発見することができると

考えられる．

　ここで，2022年 2 月に眞願寺での子ども食

堂・地域食堂開催時に参加者を対象に実施し

たアンケート結果を紹介する．本アンケート

は無記名とし，研究・実践グループで活用す

ることを事前に周知している．

　参加者の性別は女性が多く，参加者の世帯

人数にはばらつきがみられた．
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　参加回数は 3 回以上の方が多く，参加した

理由について複数回答で回答を求めたとこ

ろ，開催情報を知り興味を持ったことや，「い

つも参加してるから」という回答が多く， 1

度参加された場合，継続して参加しているこ

とがわかる．

　この子ども食堂・地域食堂に求めることに

ついては，「子どもが楽しめる企画」が求め

られており，子どもにとっての地域の居場所，

もしくは，日中の子どもと保護者の家庭以外

の居場所としての機能が望まれている．しか

し，アンケート結果から若干ではあるが，「貧

困の克服に向けた活動」や「居場所づくりな

ど孤独感の解消に向けた活動」を求める回答

があり，このような地域住民の声をしっかり

と拾い期待に着目した活動を行うことが子ど

も食堂・地域食堂の活動に求められる重要な

役割なのではないかと考える．

　ここで示した通り，本活動を通して様々な

地域住民の居場所となり得ることが明らかに

なっている．活動を継続することにより子ど

も食堂の利用者にとっては〈食の確保〉〈人

とのつながり〉〈健康維持促進〉の影響がみ

られることが明らかにされている10）．実践・

研究グループの活動では，活動を継続するこ

とで，「人との繋がり」がより強固なものに

なっていくといった実感がある．

　本活動で食事を提供していた頃には，大学

生との交流を目的として子どもや障害のある方

の参加が目立っていた．コロナ禍によって食品

や弁当の配布となることで，人間関係を築くこ

参加した理由 人 割合

いつも参加してるから 11 35％

子どもが行きたいと言ったから ６ 19％

開催情報を知り，興味があったから 14 45％

経済的に困難があり，弁当等の 
無料提供を受けたかったから ６ 19％

経済的に困難はないが，弁当等の 
無料提供を受けてみたかったから １ ３％

その他 ０ ０％

※回答者数31に対する回答数で割合算出

子ども食堂・地域食堂に
求めること 人 割合

大学生との交流 ９ 29％

子どもが楽しめる企画 18 58％

一緒に食事ができる企画 ６ 19％

貧困の克服に向けた活動
（無料配布会など） ８ 26％

居場所づくりなど孤独感の解消に
向けた活動 ７ 23％

※回答者数31に対する回答数（ポイント）で割合算出
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とは難しいが，食事に対する支援を求める新

たなニーズを抱えた地域住民が弁当を受け取

ることができるような活動になったのではない

かと考えられる．今後は本活動を継続するこ

とで，地域住民のニーズをどのように解決し

ていくかについて具体的に検討する必要がある．

4 ．コロナ対策の緩和に関して

　コロナ禍では弁当などの配布のみで活動を

続けてきたが，感染対策に留意しながら可能

な範囲でコロナ禍以前に近い内容を徐々に取

り戻している．2022年度からは人と人との直

接的な接触は可能な限り避けながらも，眞願

寺会場では子どもと学生の遊びコーナーを設

置した．この内容には，人とのつながりや交

流を求めていない地域住民にとっては参加の

動機になりにくいが，以前から参加していた

子どもたちや住民が慣れた様子で交流してい

ると，新たな参加者も遊びに加わり徐々に活

発な遊びコーナーとなっていった．田中はコ

ロナ禍の子ども食堂の活動を通して，「リア

ルで集まりつながること，語り合うことの意

義や価値も痛感された．リアルだからこそわ

かる参加者の表情や熱気，その熱気から触発

されて生まれてくる新たな意見やアイディア，

合意の形成．会議や講座が終わった後の雑談

や声のかけあいで生まれるつながりや信頼関

係があること．その大切さが痛感された．」

と直接集まることの大切さを述べている11）．

Ⅴ．まとめと考察

　今回このように活動を弁当や食品の配布と

いった形にすることによって新たに参加した

地域住民も数多くいたことから，これまで食

堂の形では参加しにくかった地域住民も参加

することができるようになっていた．活動形

態の切り替えにより新たなニーズの発見に繋

がったといえる．しかし弁当や食品の配布の

みで接触は最小限にとどめたことで，地域住

民との交流やこれまでのように大学生と地域

住民との関わりといった機会が減少したこと

は明らかである．今後コロナ禍の状況が落ち

着くにつれて徐々に地域住民と関わることが

できる機会を増やしていくことが望ましい．

そして，「大学生とコミュニケーションをとり

たい」「地域での関わりを持ちたい」といった

ニーズを満たしていくことを大切にしながら

も，新たな発見に繋がった食事に対する支援

を求める住民と，社会参加を目的としている

住民をいかに活動の中で見極め，そのニーズ

を解決していくかが課題となると考える．
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ンター年報　vol.12，ｐ29－39，2020

9 ）伊藤好一：コロナ禍におけるこども食堂

の取り組みに関する一考察：北海道のこど

も食堂を事例に，開発論集 第107号，p75

－101，2021

10）黒田藍他：新型コロナウィルス感染症流

行初期における食支援ボランティア活動の

記述：活動プロセスの明確化と住民への効

果の予備的検証，日本公衆衛生雑誌，ｐ1－

12，2022

11）田中純子：新型コロナウィルス感染症と

公民館－岡山市の公民館の取り組み－，日

本公民館学会年報，ｐ22－27，2020

注．1

厚生労働省は「地域共生社会」の実現に向け

て以下のように示している．

1 ．地域課題の解決力の強化

　○地域課題の解決力の強化に向けて生活に

身近な地域において，住民や世代が背景

を超えてつながり，総合に役割を持ち，

「支え手」「受け手」という関係を超えて

支え合う取組を育んでいきます．

　○これにより，我が国に暮らす国民一人ひ

とりが，生活における楽しみや生きがい

を見出し，様々な困難を抱えた場合でも，

社会から孤立せず，安心してその人らし

い生活を送ることができる社会を実現し

ていきます．

2 ．地域丸ごとのつながりの強化

　○耕作放棄地の再生や森林などの環境の保

全，空き家の利活用，商店街の活性化な

ど，地域社会が抱える様々な課題は，高

齢者や障害者，生活困窮などの就労や社

会参加の機会を提供する資源でもありま

す．

　○社会・経済活動の基盤でもある地域にお

いて，社会保障・産業などの領域を超え

て繋がり，人々の多様なニーズに応える

と同時に，資源の有効活用や活性化を実

現するという「循環」を生み出していく

ことで，人々の暮らしと地域社会の双方

を支えていきます．

3 ．地域を基盤とする包括的支援の強化

　○地域包括ケアの理念を普遍化し，高齢者

のみならず，生活上の困難を抱える障害

者や子どもなどが地域において自立した
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生活を送ることができるよう，地域住民

による支え合いと公的支援が連動し，地

域を『丸ごと』支える包括的な支援体制

を構築し，切れ目のない支援を実現して

いきます．

4 ．専門人材の機能強化・最大活用

　○住民とともに地域をつくり，また，人々

の多様なニーズを把握し，地域生活の中

で本人に寄り添って支援をしていく観点

から，専門性の確保に配慮しつつ養成課

程のあり方を見直すことで，保健医療福

祉の各資格を通じ基礎的な知識や素養を

身につけた専門人材を養成していきます．


